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■理想とする口腔内の状態

	硬組織（う蝕、修復物）
	軟組織（歯周病）
	咬合

	カリエスがない

カリエスが発生する環境がない

楔状欠損や異常な咬耗がない

修復物のマージンが適合性にすぐれている

修復物の形態が歯周組織と調和している

修復物が審美障害をおこしていない

修復物の設計が適切である

根管治療が適切に行なわれている
	歯周組織に炎症がない

歯周病が進行する環境がない

4ミリを超える歯周ポケットが存在しない

根分岐部病変がない

病的な動揺がない

付着歯肉の幅が確保されている

アタッチメントロスがおこらない

バイオロジックディメンジョンが確保されている

垂直的な骨欠損がない

クレフト、フェストゥーンが認められない
	快適な顆頭の状態が確保されている

機能的・解剖学的・審美的要素を網羅し

アンテリアガイダンスが確保されている

干渉のない臼歯の咬合接触関係が確保されている

歯列は整った咬合平面を形成し、咬合圧は歯牙の長軸に向かう状態である

歯列は清掃しやすい状態である




■診断のために必要とする情報

	硬組織（う蝕、修復物）
	軟組織（歯周病）
	咬合

	カリエス進行度

楔状欠損、咬耗、の状態

修復物の状態

根管治療の状態

口腔清掃の状態

病歴

生活習慣に関わる情報

咬合の状態
	プロービングデプスとアタッチメントレベル

歯肉内縁上皮からの出血排膿の有無

動揺度

歯牙の形態と分岐部の状態

支持骨の状態

生活習慣と嗜好

歯肉の形態

全身疾患の有無

咬合の状態

修復物の状態
	顎関節の位置と状態

筋の状態

顎運動の状態

早期接触、干渉の有無

歯牙の位置関係

動揺度

支持骨の状態

半調節性咬合器にマウントされた模型

咬合様式




■精密検査の内容　　　（所要時間：　　　60　分）

	内容
	器材
	担当者

	問診表の記載

口腔内診査

口腔内写真撮影　11枚法

デンタル18枚法

上下フルマウス印象

バイトテーキング　　フェイスボウ

パノラマレントゲン写真


	問診表

記録用紙、ペン　⇒後でPCに入力

プローべ　開口度器

カメラ　ミラー　アングルワイダー

デンタルフィルム　レントゲン　　防御エプロン　（インジケーター）

印象用トレー　アルジネート印象材　練和機

ブルームース　フェイスボウ　バイトフォーク

パノラマレントゲン
	スタッフ

Dr

Dr.またはDH.

　 

Dr.

Dr.またはスタッフ


